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われわれは、有機非線形光学結晶の耐レーザー損傷閾値を定量評価するため、テラヘルツ波発

生時に励起光によって誘起される熱レンズ効果に着目してきた。励起光と同軸に結晶に入射した

プローブ光の焦点距離の変化から熱レンズ効果を測定することで、局所的な結晶歪みを非破壊・

非接触で直接観測できる。一般に、熱レンズ効果は励起光パワーに対して線形応答することが知

られている。今回、熱レンズ効果の結晶軸、励起光およびプローブ光の偏光依存性について測定

した。 

テラヘルツ波発生のための有機非線形光学結晶として DAST: 4-dimethylamino-N-methyl- 

4-stilbazolium tosylate と OH1: 2-(3-(4-Hydroxystyryl)-5,5-dimethylcyclohex-2-enylidene) malononitrile 

の 2 種類を用いた。DAST 結晶における実験結果の一部を図 1 に示す。励起光の偏光は、位相整

合を満たす方向、つまり結晶主軸と平行(Fig.1 (a))および垂直(Fig. 1(b))な場合について測定した。

図 1(a)(b)ともに、プローブ光の偏光が結晶主軸と垂直な場合(図中■)に比べ、平行な場合(図中●

印)に熱レンズ効果が顕著に表れている。熱レンズ効果の偏光依存性は、励起光の入射による単純

な熱拡散だけでは説明できない。今後は、熱レンズ効果の時間応答から、熱拡散率などの物性値

を定量的に評価していく予定である。 

 

 Fig.1 Displacement of probe beam focal length along the z-axis as a function of the 1.5µm input power 

(a) Polarization of pump beam // a-axis of DAST crystal, (b) Polarization of pump beam⊥a-axis of DAST crystal 
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